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3.1 熊野東防災交流センターの提案
  1）プロポーザル案
3.2 みんなでつくるプロセス 
 1）案が発展していくプロセス
 2）基本設計案
 3）最終案
3.3 ⼯事着⼯から完成まで
 1）⼯事の歩み
 2）航空写真でみる⼯事の進捗
 3）完成写真



熊野第二小学校
熊野東公民館建設予定地

熊野東部地域健康センター

〇 +51.40〇 +51.40

〇 +50.30〇 +50.30

+51.20=GL+0 〇+51.20=GL+0 〇

500500
GL+0＝+51.20＝道路アクセスレベルGL+0＝+51.20＝道路アクセスレベル

▽最高 GL=+51.40▽最高 GL=+51.40 ▽接道点▽接道点 ▽1FL=GL+0.5m▽1FL=GL+0.5m

約1m約1m▽最低 GL=+50.30▽最低 GL=+50.30

※1階 FLは GL+0( 接道レベル )＋500mmとする※1階 FLは GL+0( 接道レベル )＋500mmとする

屯所
防災倉庫
屯所
防災倉庫
公民館公民館車両動線車両動線

高高

低低

熊野川熊野川

瀬野呉線瀬野呉線

水の流れ（想定）水の流れ（想定）

51.40▽51.40▽
▽50.87▽50.87

△50.30△50.30
△52.46△52.46

地形に沿ったスロープ地形に沿ったスロープ

敷地の中で最も高い位置に
主建物を配置
敷地の中で最も高い位置に
主建物を配置

谷状の地形の中にある小高い丘のような敷地谷状の地形の中にある小高い丘のような敷地

新設ルート（予定）新設ルート（予定）
前面道路前面道路熊野川熊野川 対象敷地対象敷地

屋外広場
＋
駐車場

屋外広場
＋
駐車場

軒下の防災バッファ空間軒下の防災バッファ空間

防災ホール防災ホール

スロープスロープ
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町の⾵景や光が⼊りこむ象徴的なホールイベントや災害時により所となるスロープ

特に重視する設計上の配慮事項

実施⽅針及び設計コンセプト

本プロジェクトの設計を通して災害の経験と記憶を真摯に受け⽌め、引き継ぐとともに、
町の未来をともに考えていく役⽬があると考えました。その役割を、以下の３つのコンセ
プトとともに実現します。

熊野筆がそうであるように、他にないものを妥協せずつくることが、⻑く愛され、引き継
がれていくものづくりの姿であると考えます。「のびやかなスロープ」「⾵景とつながる防
災ホール」「⼤きな屋外広場」によって、訪れるたびに皆の創造⼒を後押しする空間をつ
くります。

⼈びとの⽣きる⼒を育む場となる

空間提案、構造・設備計画、プログラムづくりといった
様々なレベルにおいて、⽇常時と災害時を連続的なもの
として捉え、⽇々の創造的な場の使いこなしが災害時の
備えとなる計画とします。
⼦どもから⼤⼈、⾚ちゃんのいる家族、⾼齢者、障害の
ある⼈、ペット同伴の⼈といった多様な価値観を受け⽌
め、ともにいられる空間をつくります。
⼭々に囲まれた美しい⾃然⾵景に呼応し、地形、ランド
スケープ、広場、そして建築が⼀体となった、まちの皆
さんの⼼のよりどころとなる建築を⽬指します。

ものづくりの町を象徴する「ここにしかない空間」を⽬指す

1

2

3

広域 / 配置計画

敷地の形状に沿って配置されるコンクリートの堅牢な壁は、万が⼀の⽔害の際にも
⽔を受け流し、建物本体への浸⽔被害を防ぎます。また、⻑い壁を活かしててスロー
プを配置することで、停電時にも、⾞いすの⽅が２階まで避難出来る動線を確保す
るとともに、⽥園と⼀体となったやわらかい景観を⽣み出します。

本敷地は⾕状地形において周辺より⼩⾼いことで、災害時にも被害を受けにくい場
所であるという特徴があります。その特徴を⽣かし、敷地内でも最も⾼い場所に主
建物を配置する計画がふさわしいと考えました。

敷地には約 1m の⾼低差があり、敷地内通路によって⼤きく２つのエリアに分かれ
ます。標⾼の⾼いエリアに主建物を建て、分棟としても機能上問題のない屯所と防
災倉庫を、道を挟んだ向かい側に⽴てる計画とします。

らせんの壁は⽔から建物を守り、避難動線となる

地形を読み解き、建物を安全に守る配置計画

敷地の 1 番⾼いエリアに建築する

⼦育て世代に⼈気のある⻄部地域の「くまの・みらい交流館」、地域の健康を⽀え
る⼤きなグラウンドや浴場のある「東部地域健康センター」等、既存施設の特徴を
考慮し、東部地域防災センターを防災と交流の拠点として、皆が⽇常から楽しみな
がら「⽣き抜く⼒を育む場」となることを提案します。建物を⼀つ建てることが、
まちづくりのきっかけとなるようなプロセスを⽬指します。

周辺施設と連携し、まち全体について考える

「⾃分の責任で⾃由に遊ぶ！」と書かれた標識

　プロポーザル時に提案したのは「らせんでつながる広場」
です。熊野町に新しくできる防災センターとして、誰もが
心のバリアなく避難できる場となるように、２階に配置し
ている防災ホールに向かって緩やかなスロープを設け、停
電時であっても車椅子やご高齢の方々がスムーズに避難が
できる計画としました。スロープは、非常時には河川から
の水の侵入から建物や屋外広場を守るとともに、日常時に
は広場を囲む桟敷席ともなって、祝祭的な場を生み出すよ
うになっています。
　熊野町は、筆づくりで古くから全国に知られている場所
です。よって、防災ホールを中心とした、ものづくりの町
にふさわしい、創造的な空間をつくりたいと考えました。
螺旋状になっている一筆書きの形状は、筆で描いた線を連
想させます。そのように、非常時はもちろん、日常時でも
熊野町の皆さんに愛されながら、利用される場を目指した
いと考えました。
　審査時には、シンボリックな空間を評価いただくととも
に、緊急時における車両の動線や歩車分離の必要性などと
いった、いくつかの指摘もいただきました。プロジェクト
が始まると、そのような課題を解決しながらプロポーザル
案をブラッシュアップしていくところから設計がスタート
しました。

らせんでつながる広場 -プロポーザル案 -

3．1．1 プロポーザル案
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ランドスケープと一体となった駐車スペース
普段は広場とし、必要なときに駐車場として使用
ランドスケープと一体となった駐車スペース
普段は広場とし、必要なときに駐車場として使用

スロープスロープ

曲面を生かした講義室曲面を生かした講義室

熊野の山々を
眺められる防災ホール
熊野の山々を
眺められる防災ホール

舞台背面を開け放つことで
風景とつながる

舞台背面を開け放つことで
風景とつながる

災害時空調を
使用できる小和室
災害時空調を
使用できる小和室

ラウンジからカフェのように
利用できるカウンター

ラウンジからカフェのように
利用できるカウンター

山へ向かって視線が抜ける山へ向かって視線が抜ける

一体利用一体利用

展示壁にも利用できる可動間仕切で
部屋の分割が可能
展示壁にも利用できる可動間仕切で
部屋の分割が可能

イベント時に使用できるステージイベント時に使用できるステージ

災害時にも使用できるストーブを設置災害時にも使用できるストーブを設置

テラスに面した縁側テラスに面した縁側

大きな広場から独立した
こどもが安心して遊べるテラスと広場
大きな広場から独立した
こどもが安心して遊べるテラスと広場

足洗い場足洗い場

災害時空調を使用する災害時空調を使用する

建物全体を
見ることのできる事務室

建物全体を
見ることのできる事務室

車寄せとなる軒下車寄せとなる軒下

受水槽からつながる蛇口受水槽からつながる蛇口

搬入のプラットフォーム
にもなるベンチ
搬入のプラットフォーム
にもなるベンチ

まきを常に
保管しておく
まきを常に
保管しておく

イベント時や災害時
仮設トイレを設置する
イベント時や災害時
仮設トイレを設置する

テラスと一体的に
利用できる調理室
テラスと一体的に
利用できる調理室

広場を見渡せるテラス広場を見渡せるテラス 交流ラウンジと地域カフェを
つなぐ吹抜
交流ラウンジと地域カフェを
つなぐ吹抜

災害時には受水槽から
直接給水できる

災害時には受水槽から
直接給水できる

使い勝手により選べる
大小の和室
使い勝手により選べる
大小の和室

災害時にも更衣室や
授乳室として利用
災害時にも更衣室や
授乳室として利用

待合ベンチ待合ベンチ

ホールの控室
としても利用
できる和室

ホールの控室
としても利用
できる和室

▼▼

エントランスロビー
フリースペース
エントランスロビー
フリースペース

まき割り広場まき割り広場

駐車場（39台）駐車場（39台）

防災倉庫防災倉庫

屯所・詰所屯所・詰所

車出入口車出入口

車出入口車出入口

事務室事務室

倉庫倉庫

地域カフェ地域カフェ テラステラス

こども広場こども広場

イベント広場イベント広場

キッズ
ルーム
キッズ
ルーム

授乳室授乳室
WCWCWCWC

多目的
WC
多目的
WC

調理室調理室

機械室機械室

テラステラス

受水槽
キュービクル
受水槽

キュービクル

防災ホール防災ホール交流
ラウンジ
交流
ラウンジ

ステージステージ

講義室講義室

吹抜吹抜

準備室準備室

和室１和室１

和室2和室2

テラステラステラステラス 和室3和室3
シャワー室シャワー室

地域ボランティア
ビューロー

地域ボランティア
ビューロー

面積表
エントランスロビー・フリースペース 157㎡
　     　    (内：風除室・廊下   35㎡)
地域ボランティアビューロー 　  40㎡
地域カフェ 　　　　　　   　20㎡
事務室 　　　　　　 　  38㎡
キッズルーム              35㎡
授乳室　　　　 　　　　  　   10㎡
防災倉庫 　　　　　 　  　50㎡
屯所・詰所 　　　　　　   　30㎡
防災用バッファー空間(滞在 ) 189㎡
防災用バッファー空間(荷捌 ) 164㎡
その他共用部　　　　　　 　  53㎡

講義室　　　　　　　        43㎡
和室　　　　　　　　        58㎡
交流ラウンジ　 　　        　50㎡
防災ホール　　　　         165㎡
準備室　　　　　      　 　25㎡
調理室　　　　　　       　72㎡
WC・シャワー室 　　        30㎡
防災用バッファー空間(滞在 )  30㎡
防災用バッファー空間(荷捌 )  36㎡
その他共用部　                 61㎡
屋内延床面積：　　　　937㎡
屋外(軒下)延床面積：  419㎡

1F 2F

待 ンチ待合ベ待合ベンチベン待合
るるる

＝支援ゾーン

＝避難生活ゾーン

第1のセキュリティライン

第2のセキュリティライン

PrivatePrivate

PublicPublic PrivatePrivatePublicPublic

支援ゾーン 避難生活
ゾーンバッファ 日常時 避難時 乳幼児世帯

ペット同伴世帯

拡張可能
共用出入口
独立出入口

EVEVEVEV

EVEVEVEV

①１階
エントランスロビー兼
フリースペース　　　　：104人
(内：廊下等　　　　　  ：  23人）
ボランティアビューロー：  25人
キッズスペース・授乳室：  29人
屯所・詰所　　　　　　：  10人
半屋外　　　　　　　　：126人
　　　　　　　　　　計：294人

①１階
エントランスロビー兼
フリースペース　　　　：104人
(内：廊下等　　　　　  ：  23人）
ボランティアビューロー：  25人
キッズスペース・授乳室：  29人
屯所・詰所　　　　　　：  10人
半屋外　　　　　　　　：126人
　　　　　　　　　　計：294人

①１階
フリースペース　　　：58人
キッズスペース　　　：12人
　　　　　　　　　計：70人

①１階
フリースペース　　　：58人
キッズスペース　　　：12人
　　　　　　　　　計：70人

① 1F  : 294 人

② 2F  : 261 人

総収容可能人数（①＋②）：555人
① 1F  : 70 人

② 2F  : 115 人

総収容可能人数（①＋②）：185人

仮設トイレ仮設トイレ

屋内避難室屋内避難室

在宅避難者のための
支援スペースにもなる
在宅避難者のための
支援スペースにもなる

診察者駐車スペース診察者駐車スペース

女性専用の着替えや
授乳のためのスペース
女性専用の着替えや
授乳のためのスペース

半屋外避難スペース半屋外避難スペース

半屋外荷捌・トリアージュスペース半屋外荷捌・トリアージュスペース

独立空調可能室独立空調可能室

運営本部運営本部 運営本部運営本部

仮設トイレ仮設トイレ
炊き出し広場炊き出し広場

まき割り広場まき割り広場

ゴミ置場ゴミ置場
まき置場まき置場まき置場まき置場

炊き出しスペース炊き出しスペース

調理・配膳室調理・配膳室

荷下し
エリア
荷下し
エリア防災倉庫防災倉庫 防災倉庫防災倉庫

仮設風呂仮設風呂
救護室救護室

※一人当たりの必要面積：約2.70㎡/人

②２階
防災ホール　　：110人
交流ラウンジ　：  33人
和室　　　　　：  38人
講義室　　　　：  28人
廊下など　　　：  22人
半屋外　　　　：  20人
　　　　　　計：261人

②２階
防災ホール　　：  61人
交流ラウンジ　：  18人
和室　　　　　：  21人
講義室　　　　：  15人
　　　　　　計：115人

A. 指定緊急避難所：災害発生後3日目頃まで B. 指定避難所：災害発生後3日目以降

衛生面に配慮し、調理室は
滞在場所としない
衛生面に配慮し、調理室は
滞在場所としない

災害初期から活用できる
仮設トイレ
災害初期から活用できる
仮設トイレ

カーテンで仕切ることで
半屋内化できる
カーテンで仕切ることで
半屋内化できる

誰もが上階へ避難できるスロープ誰もが上階へ避難できるスロープ

特別な配慮が必要な人のための
独立した避難室となる
特別な配慮が必要な人のための
独立した避難室となる

雨に濡れず倉庫に
直接搬入できる駐車スペース
雨に濡れず倉庫に
直接搬入できる駐車スペース

ペット同伴者のための
独立した動線を確保
ペット同伴者のための
独立した動線を確保 フレキシブルに領域を可変

できる間仕切
フレキシブルに領域を可変
できる間仕切

建物と連携した利用ができる建物と連携した利用ができる

トリアージュや支援者・物資の受付を行うトリアージュや支援者・物資の受付を行う

災害時に非常用電源で空調災害時に非常用電源で空調

情
に

こどもたちが安心して遊べる小さな広場こどもたちが安心して遊べる小さな広場

乳幼児世帯室乳幼児世帯室
乳幼児世帯室乳幼児世帯室

ペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリアペット同伴者世帯エリア

支援物資
ベース
支援物資
ベース

1000×（2000＋700）(mm)

個室面積2.0m2

※一人当たりの必要面積：約1.50㎡/人
500

1000
1000
1000

2000

1400
2000

1000 1000

700
1000×（1000＋500）(mm)

個室面積1.00m2

支援ゾーン

支援ゾーン

避難生活ゾーン避難生活ゾーン

60 61

災害に強いまちづくりを加速、 地域⼒の強化を育む空間づくり / 平⾯計画

イベント時や災害時にも、
ランドスケープと⼀体になって活⽤できる平⾯計画

部外者の⽴ち⼊りを制限する第１の
セキュリティラインと、避難者の居
住空間・プライバシーを守る第２の
セキュリティラインを明確に設定す
る。それにより、⽀援者の活動スペー
スと避難者の居住スペースをすみ分
けることができる。

スロープによって、居住ゾーン ( プ
ライベート ) と⽀援ゾーン ( パブ
リック ) がゆるやかにつながる。両
者が出会う 2 階のテラスには調理室
が⾯し、⾷を通した交流の場所とな
る。⽀援ゾーンを設けることで在宅
避難者の⽀援にも配慮する。

⽇常時
中⼼にある皆の集まる場所から、各部屋にアクセ
スできる。
避難時
・周辺の部屋は外部から直接アクセスできる。
・そのため共⽤部を EV・トイレ前などに絞って
最⼩限化することができる。
・中⼼のフリースペースは周辺の部屋の拡張空間
として利⽤可能。

避難時のペット同伴者への配慮
・⼀般の避難者と動線及びエリア
を分け、直接屋外の軒下空間から
アクセスできる。
乳幼児世帯への配慮
・キッズルームを避難場所とし、
⾮常⽤発電機によるエアコンの利
⽤が可能。授乳室および⽔回りに
隣接している。

避難時でも安⼼して過ごせる居住空間 誰もが過ごしやすい柔軟なプランニング

テラスは災害時に屋内化でき、ペットの
居場所になり、独⽴したアクセスを確保

⾥⼭資源を活⽤するまき割り広場

災害に強いまちづくりを加速 / 災害時のゾーニング計画

避難時でも安⼼して過ごせる居住空間

イベント時の屋外広場と軒下の使いこなしが、災害時につながる

広場に⾯したボランティアビューローと地域カフェは
ボランティアや物資の受付場所として機能する

調理室前ではテラスが炊き出しスペースとなる 仮設⾵呂を⽀援ゾーンに設けることで
在宅避難者も利⽤がしやすい

⻑いスロープが活動の背⾻となり、敷地全体を効率的に使える計画とする。



▽最高高さ＝ 1FL+12.5ｍ▽最高高さ＝ 1FL+12.5ｍ

▽2FL=1FL+4.5ｍ▽2FL=1FL+4.5ｍ

△GL+0=+51.2△GL+0=+51.2△GL=+51.2△GL=+51.2

▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ▽1FL=GL+0.5ｍ
（=+51.7ｍ）（=+51.7ｍ）
（=+56.2ｍ）（=+56.2ｍ）

（=+64.2ｍ）（=+64.2ｍ）

有効
4.5m

ホールラウンジやテラスと
連携して使える調理室

入口付近に事務室を配置入口付近に事務室を配置

災害時屋内化できる

風景への眺望
・明るさを確保

災害時にも取水できる
受水槽を調理室に隣接配置

駐車場と連携して使用できる屋外軒下スペース
災害時用の取水口を設ける

スロープ下を利用した屋外倉庫
まき置場に利用できる

楽しみながら備える
まき割り広場

自衛隊車両が通行可能な高さを確保
歩道橋基準の有効h=4.5
自衛隊車両が通行可能な高さを確保
歩道橋基準の有効h=4.5

屋外テラスと連携して
使うことができる
屋外テラスと連携して
使うことができる

柱状地盤改良柱状地盤改良
車路は直天井とし二次部材の
損傷がない計画とする
車路は直天井とし二次部材の
損傷がない計画とする

エントランスロビー
フリースペース
エントランスロビー
フリースペース

ホールホール ステージステージラウンジラウンジ調理室調理室

軒下軒下屯所屯所軒下軒下防災倉庫防災倉庫
まき置場まき置場まき割り広場まき割り広場

事務室事務室 テラステラス

受水槽
キュービクル
受水槽

キュービクル

50 1 10m 土間 t＝150土間 t＝150

RC壁 B 
ｗ220
RC壁 B 
ｗ220

RC壁A 
ｗ250
RC壁A 
ｗ250

屋根 スラブ
t＝180
屋根 スラブ
t＝180

ホール屋根 
ボイドスラブ
t＝300

ホール屋根 
ボイドスラブ
t＝300

その他床 
RCスラブ
t=200

その他床 
RCスラブ
t=200

ホール床 
ボイドスラブ
t=450

ホール床 
ボイドスラブ
t=450

基礎基礎

▽GL

布基礎を壁の直下に限定布基礎を壁の直下に限定

基礎天端がFLより
高くても良い
基礎天端がFLより
高くても良い

既存地盤の上に基礎をつくる既存地盤の上に基礎をつくる
一般的な基礎形式 土工事を削減する基礎形式

耐震壁耐震壁

布基礎をまわす布基礎をまわす

耐震壁耐震壁

基礎天端をFL以下とする
ため地面を掘る
基礎天端をFL以下とする
ため地面を掘る

柱状地盤改良柱状地盤改良柱状地盤改良柱状地盤改良

土間スラブ土間スラブ

▽GL
▽FL ▽FL

在宅避難者在宅避難者

支援物資ゾーン支援物資ゾーン 避難生活
ゾーン
避難生活
ゾーン

調理室調理室

受水槽

災害用
蛇口

災害用
蛇口

キュービクル

蓄電池

太陽光発電

空調室外機

ボンベ庫

まき置場 防災倉庫
（仮設トイレ＋物資など）

灯油タンク＋ポータブル発電機

62 63

スロープにより上下階をつなぐ断⾯計画

丘のように強くあたたかい佇まいが、皆を守る避難所としてまちの新しいシンボルとなる

断⾯計画

地域⼒の強化を育む空間づくり

美しいまちづくりの推進

外の⾵景の⾒える防災ホール。ハイサイドライトから印象的な光が差し込む

ゆるやかなスロープがお祭りの時には桟敷席となり、祝祭的な⾵景を⽣み出す

地域のお祭りやイベントを⾏うことが、⾃然と防災の訓
練や備えになるような計画とします。専⾨性の⾼い機器
類を極⼒避け、誰もが参加・操作できる装備とすること
で、防災意識を⾼めます。 

・耐⽔、耐⽕、耐衝撃性を考慮して RC 造とします。
・壁が特徴的である形態から、柱・壁同厚の耐震
壁付ラーメン構造とし、・スパンが 10 ｍを超え
る部分の床は、ボイドスラブを採⽤し基礎の少な
い計画とします。

・既存地盤の上に基礎をつくる計画とし⼟⼯事の削減
を⾏います。( 基礎下には柱状地盤改良を⾏う )
・布基礎を壁直下のみに配置する計画とし、1 階床を
⼟間化することでコスト削減を⾏います。（ピット部
など除く。盛⼟強度は転圧後、平板載荷試験で確認）

⽇常的に使うことが備えに繋がる防災設備計画安全性と経済性に配慮した構造計画
構造計画 設備計画

1 階地域カフェと 2 階交流ラウンジが吹抜けでつながる ホールと⼀体利⽤できる交流ラウンジ

⼟壁の⾵合いを持つ存在感のある壁が、やわらかく熊野川サイドを囲み、中の⼈々を守る

⾞道から切り離された、安⼼して遊べるこども広場


